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Occlusal support is associated with nutritional 
improvement and recovery of physical function in 
patients recovering from hip fracture 
（回復期大腿骨骨折患者における咬合支持は栄養改
善および身体機能回復と関連する）   
































ADLなどを比較した。栄養状態はMNA-SF (Mini Nutritional Assessment-Shor Form)、ADL






 研究基準を満たした症例は 202名であった。平均年齢は 84.9±7.9歳、男性 43名、女性 159
名であった。咬合支持あり群は 152名（平均年齢 85.5±7.4歳 男性 26名 女性 126名）、咬
合支持なし群は 50名（平均年齢 83.0±8.9歳 男性 17名 女性 33名）であった。入院時の比
較では、咬合支持あり群のほうが、年齢が高く(p = 0.049)、女性の割合が多かった (p = 0.016)。
また FIM合計 (p =0.027)および FIM認知項目 (p < 0.001)において咬合支持あり群の方が有意
に高かった。退院時の比較では、咬合支持あり群において、栄養状態が改善している患者の割合
が多かった (p < 0.001)。さらに FIM利得 (p < 0.001)、FIM効率 (p < 0.001)において咬合支持
あり群の方が有意に高かった。ロジスティック回帰分析の結果、咬合支持は栄養改善の独立因子
であることが示された[オッズ比＝4.00, 95％信頼区間＝1.9-8.43]。また重回帰分析の結果、咬合
支持は ADL改善の独立因子であることが示された[R2=0.338, p< 0.001]。 
【結論】 
 本研究では①咬合支持は栄養改善に関連する独立因子であること、②咬合支持は ADL改善に
関連する独立因子であることが明らかとなった。栄養状態および ADLの回復には咬合支持の維
持・回復が重要であると考えられる。栄養アセスメントを行う際には、口腔アセスメントも併せ
て実施することが望まれる。 
